
令和５年４月１日 

各位 

浜風会 会長 山下勝彦 

令和５年度 

浜風会会員募集／総会のご案内 
（郷土の歴史を学ぶ会） 

 

初めて入会される方にも馴染み易いように、歴史の掘起こしの他、過去の活動成果（しの

はら歴史便り等）から篠原の歴史を学んでいくことにも力を入れていきます。 

住んでいる篠原のことを正しく知ることは楽しいことです。又それを子供達に伝えること

は私達の務めでもあります。裏面の活動計画をご参照の上、積極的なご参加をお待ちしてい

ます。参加ご希望の方は切取り線下の「申込用紙」でお申込み下さい。 

 

手始めに令和５年度の総会を、下記のとおり開催致します。 

当日会員申し込みも合せ受付けますので、多数ご出席下さるようご案内致します。 

 

記 
 

日時 ： ４月２０日（木） １３時３０分より 

    

場所 ： 篠原協働センター ２０１講座室 

 

内容 ： 昨年度の活動報告／会計報告 

／今年度の活動計画／予算 等 

 

年会費： １,０００円 （総会当日集金します） 

 

 

……………………………………………切り取り線……………………………………………… 

 

 

篠原協働センター気付（連絡先ＴEL448-7859）／ 

 浜風会行き（会長連絡先（090-7310-3013） 

 

 

令和５年度浜風会申込用紙 
＜希望期日４月２０日＞ 

 

ご氏名 
 

 

ご住所 
          

町          番地 

お電話 
 

 

 

（申込みいただいた個人情報は、浜風会の行事案内等についてのみ使用します） 
 

 
 

 

         裏面活動計画 

浜風会のこと 

 

新会員 
歓迎 



持続可能な浜風会を目指すために、地域により開かれた活動に転換していきます 

・歴史の掘起こしの他、過去の活動成果（しのはら歴史便り等）からも学習していただきます。 

・本年も各地区にある集会所を起点に、地区毎のスタッフが計画してその地区を歩きます。 

・コロナ禍で３年間出来なかった「バス旅行」を復活します 

令和５年度 浜風会（郷土の歴史を学ぶ会）活動計画（案）   5.4.1 

１．会場：篠原協働センター201 講座室 

２．時間：13 時 30 分～15 時を基本とする。（変更があればその都度連絡） 

３．年会費：１,０００円（今年度より２,０００円から引下げました） 

 

４．活動スケジュール案  

年／ 

月 

勉強会／毎回１３時３０分～ 浜風会アーカイブから及びイベント 

日（曜） 内容 日（曜） 内容 

５／4 
2０（木） 総会 令和４年度活動報告、会計報告、会計監査報告 

  令和５年度活動計画、予算、役員選出等 

活動内容の具体化検討等（みんなで取組みテーマの具体化） 

５ 

11（木） ・鈴木文子さん歌集「砂丘」を詠む。ふるさとを感じいった一首を持ち寄る 

・会報 4２号内容検討 

25（木） ・坪井地区を歩いてみよう＜山下勝彦＞ 

６ 

  １（木） ・篠原地区のあゆみ（昭和～平成に

かけて）総まとめ＜山下勝彦＞ 

15（木） ・「波小僧探求大作戦」     

今年の進め方について 

15（木） ・東海道分間延絵図から見る江戸時

代の篠原＜鈴木忠＞ 

７ 

6（木） ・篠原東地区を歩いてみよう＜鈴木忠＞ 

  20（木） ・「鈴木姓」は篠原に何故多い？   

＜山下勝彦＞ 

８ 

３（木） ・今に息づく「神仏習合」<鈴木理市＞ 

17（木） ・篠原の踏切について調べてみる＜鈴木文子＞ 

・半農半漁の代表格「地引網」を思い起こす＜鈴木坂江＞ 

９ 

７（木） ・坪井の「水神様」を探る＜山下勝彦＞ 

21（木） ・篠原西地区を歩いてみよう＜鈴木照義、鈴木坂江、山中道弘＞ 

１０ 
５（木） ・協働センターまつり展示内容 

・会報No.43号内容検討 

19（木） 荒熊元茂先生古文書教室 

 「東関紀行」を読む 

１１ ２（木） ・今年の「波の音」まとめ 

＜鈴木忠＞ 

16（木） ・バス旅行（目的地は未定） 

４（土） ・協働センターまつり展示品作成 

９（木） 

  

・協働センターまつり展示 11（土） 

12（日） 

協働センターまつり 

（予定） 

１２ ７(木） 

 

・篠原「シニアクラブ」の歴史 

＜山下勝彦＞ 

21（木） 

 

資料室清掃（1０時） 

忘年会（1１時 30 分～） 

６／1 ４（木） ・「篠原の玉葱はここまで来た」

発展の経過＜山下勝彦＞ 

18（木） ・近郷名所巡り（別途計画） 

２ 

 

 

１（木） ・開墾の歴史＜鈴木忠＞ 

15(木) ・馬郡地区を歩いてみよう＜藤田博辞、鈴木理市＞ 

3 ７（木） ・今年度活動を振り返って 

21（木） ・来年度活動の計画 

 


